味が お判りに なると 思 ひます が、 判らない 人が 日本に 

は 沢山 あると 思 ひます。 例 をと るなら ば、 恐らく 日本 

中の 代議士の 九分 迄 は 判らないで せう。 (拍手 . 笑声 

あり) 

さう いふ 風な や、 こしい 言葉が 今日 どうしても 必要 

なんです。 それ を 使 はなければ 意味の 通じない ことが 

沢山あります。 幸 ひかう いふ やうな 集りで は、 我々 が 

言 はう として ゐる ことが 聴衆の 皆さんに は ピンと 響く 

だら うと、 確信 を 以て 喋れる の は 非常に 愉快で ありま 

世間に 出て、 種々 話が 通じない と 言 ふ もどかし さ を、 



は 多少 さう い ふ もの を 知らな いとい ふの も 恥 か しいか 

らと いふので 観に 行く。 元来、 芝居 を 観る とい ふこと 

は、 少く とも 近代に 於いて は、 精神の 娯楽 —— 精神的 

娯楽と いふ ことが 主要な 目的 だと 思 ひます。 精神的 の 

糧、 広い 意味で 精神的の 糧 とい ふこと は、 或は 読書で 

あります とか、 或は 種々 な 専門的の 研究の 中に も 見出 

される のであります。 けれども 芝居 を、 金 を 出して 観 

に 行く とい ふこと は 之 は 娯楽と いふ ことが 皆無で は 観 

に 行けない と 思 ひます。 然し、 今日日 本の 商業 劇場で 

行 はれて ゐる 演劇 は、 娯楽 は 娯楽でありまして も、 精 

神 的の 要素と いふ もの はま づ零 といっても よいで せう _ 



てゐる 場合に は、 必ずしも、 文化的に レベルが 高い と 

いふ こと は 言へ ない のでありまして、 た > それが 芝居 

的の 要素で あると いふ こと は 注目す ベ きで あると 思 ひ 

ます。 それ を 職業的に みて 見ます と、 先づ 裁判官と い 

ふ もの は 非常に 芝居 をす る ものです。 弁護士 も 同様。 

その 次に、 坊さん、 もう 少し 広く 云へば、 宗教家と い 

つても よいで せう。 それから 軍人であります。 それに 

もう 一 っ附け 加へ 度い のであります が、 それ は 学校の 

教師です。 (笑声 あり) 

自分が 役者で ある、 実生活の 中で、 何 か 芝居 的な こ 

と を やって ゐる ことに 堪 へられない 人間 は、 所謂 自然 



であらう とします。 その 自然で あらう とする こと は 何 

であるかと いふと、 一 つの、 固定した 文化に 対する 反 

抗 であります。 現在の 文化 或は、 自分の 身に 付けて ゐ 

る 文化と いふ ものに 対する 非難なん です。 一 つの 文化 

が ある。 さう いふ 儀礼的の、 或は 儀式 的の、 或は 装飾 

的の 形 をと リ出 すと、 それに 対して 必ず 反撥 をす る、 

義憤が 生ずる。 それが ある 場合に は、 例へば、 文明 を 

呪 ふ、 原始に 還る、 或は 野蛮の 状態に 憧れる とい ふ 反 

& か 現 象を呈 する ので、 その 現象 自身 はや はり ひと 

つ の 時代の 文化的 運動 だと 思 ひます。 

さう いふ 風に、 今日の 智識 階級が、 芝居と いふ もの 



ドラマの 形式で 朗読した 森 本 君の 「バラ」 です が、 こ 

れな ども 一 つの、 いまわれ われが 目指して ゐる 演劇と 

いふ ものの 雛型と 言っても よいと 思 ひます。 種々 設備 

の 点な ども 不満で、 十分 効果 を 挙げ 得なかった やうで 

あります が、 さう いふ 点 は 敏感な 皆さんが、 寧ろ 寛大 

に、 これが 若し 理想的な 設備 の 下に やられたなら よか 

つたら うと、 我慢 をして 見て 下さった ことと 思 ひます _ 

私 は、 この 明治 大学の 演劇 研究会の ロボット 会長で 

あります。 学生 諸君の 熱心な 催しに 対して、 皆さんが 

, J の やう に 大挙し て 参加し て 下さった こと を ありがた 

く 思 ひ、 恐らく、 一 番 楽しみにして お出になる であら 



う 映画が これからあります から、 私 はこれ で 引き 下り 

ま ^9 

昭和 十 一 年 十月、 明治 大学 演劇 研究会 主催の 講演 

会に 於け る 講演 速記で ある。 
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